
事業推進計画（概要） 

平成29年11月21日 

奈良市教育委員会 

2017年度 下期活動方針・事例ノウハウ共有会 

文部科学省「次世代学校支援モデル事業 事業推進委員会・連絡協議会（第１回）」 
総務省「 スマートスクールプラットフォーム実証事業 評価委員会（第１回）」 
説明資料 
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１ 基本的な考え方 
  （背景・データ活用の方向性と期待効果） 
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客観的データに基づく 
教員の資質能力向上 

確かな学力・学びに向かう力の育成 
 

データ収集及び蓄積と 
負担軽減の両立 

学校と教育委員会が連携しながら教員支援 

分析プラットフォームの確立 
データに基づく効果的な教育施策の見極め 

奈良市次世代学校支援モデル構築事業（スマートスクール） 

奈良市の子どもたちに最適な学びを提供します！ 

業務を改善し、 

教育の生産性を向上 
個に応じた指導と 

学習のサイクルの確立 
それぞれの子どもの学力や実態を客観的に捉
え、指導方法を見直す 
客観的データに基づき、個への対応、授業改
善に活かす 

エビデンスに 
基づく教育推進 

教育の情報 

校務の情報 

全市展開に向けた新政策・施策の推進へ 

経験年数が１０年未満の教員が全体の過半数を占めている。 
                         （教職員課データより） 
→自身の指導力を客観的に捉える機会が少ない。 
→指導技術の継承が難しくなってきている。 

教育委員会 

データを根拠にした児童・生徒理解 

資料１ 資料２ 

多くの教員が長時間の時間外労働を行っている。 
                     （平成28年度教員勤務実態調査より） 
→1週間の時間外労働が20時間を超える教員が小学校で33.5％、 
 中学校で57.7％にのぼる。 資料３ 

分析され可視化されたデータを 
様々な業務に効率的に活用する 

特色ある学校経営への活用 

１．１ 教員を取り巻く現状として・・・ 
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１．２ 奈良市が目指す、スマートスクールの姿 

学び残しの 
確実な防止 

○学習記録の蓄積と整理により１人１人の学習の定着度を 
 「見える化」 
○１人１人の学力定着に向けたカリキュラムを策定 
 
 
 

問題点・課題 
をピンポイント 
で特定 

○学校、学級、子ども達の状況を定期的にモニタリング 
○ダッシュボードにより注意すべきポイントを早期に発見 
 
 

教員集団の 
学び合いの 
促進と深化 

 
○思い込みや先入観を廃し、データに基づき客観的に分析 
○データに基づき、対話を通じ対応策を検討 
 
 
 

子ども一人一人の学力を保障 

教員の指導力向上と学校教育の質向上 

早期発見、早期対策による組織的支援 

シ
ン
グ
ル
イ
ン
プ
ッ
ト
・マ
ル
チ
ユ
ー
ス
の
デ
ー
タ
活
用 

環
境
に
よ
り
ペ
ー
パ
レ
ス
化
と
業
務
効
率
化
を
実
現 

個に応じた指導と 
学習のサイクルの確立 

業務を改善し、 

教育の生産性を向上 
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１．３ データを活用した個に応じた指導と学習のサイクルのイメージ 
狙い 

〇学習・生活状況の把握（ダッシュボード） 
〇個々の学習状況に応じた指導と振り返り 
 （学習記録の蓄積と整理） 
〇個々の理解度に応じた学びによる学力保障 

実現手段（データを活用した新たな取組み） 

職
員
室 

教
室 

 
 
 

学習記録 

次世代学校支援システム 

学びに向かう力 
・人間性 

知識・技能 思考力・判断力 
・表現力等 

学びの「活動」 学びの「過程」 学びの「深さ」 

基礎的な知識・技能 知識・技能の活用能力 

学習記録データベース 

新しい時代に必要となる３つの資質・能力 

 

授業での指導 

児童生徒 教員 

指導記録 
形成的評価 

学習評価 学習準備 

校務の情報 

個々の児童生徒の学びの状況を可視化 

授業での学習 

○習熟度等の把握 
○学習過程の自己分析 
○学習計画の決定 

個に応じた指導サイクル 個に応じた学習サイクル 

補充的学習 自己調整 

○予習・復習 
○苦手分野の学び直し 
○より発展的な学習 

学習状況のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ（総括的評価等）・動機づけ 

○授業の振り返り 
・何を学んだか 
・どのように学んだか 
・意欲をもって学んだか 
・何に興味を持ったか 
等 

○授業の振り返り 
・何を指導したか 
・習得できたか 
・何につまづいているか 
・どのように学んだか 
・意欲をもって学んだか 
・何に興味を持ったか 
等 

○資質・能力の状況 
○学習過程の状況 
○学習意欲の状況 等 

分析結果 

分析結果 

データに基づく評価 

○習熟度に応じた教
材・指導方法の決定 

○個に応じた学習支援
方法の決定 

家
庭 

学
校 

子ども一人一人の学力を保障 

教員の指導力向上と学校教育の質向上 

早期発見、早期対策による組織的支援 

業
務
効
率
化 
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１．４ （参考）活用例：学び残しの確実な防止に向けたデータ活用 
〇単元テストのデータを収集し、児童生徒一人一人の各単元の学習の理解度と課題を把握 
〇データ解析結果に基づく、学習課題に応じた「個人専用の問題集」による個別指導を実施 
〇学習記録と蓄積と整理により、学年を通じた系統的理解度を可視化し一人一人の課題を把握 

①データ収集 ②蓄積・分析 ③可視化・個別指導 

・
・
・ 

単元 
テスト 

単元 
テスト 

①～③を単元単位で繰り返し実践しデータを活用した個に応じた指導と学習のサイクルを確立 

学習記録 
データベース 

同じタイミングで 
一斉に単元テストを実施 

データ解析 
個々の児童生徒の 

学習の理解度と課題を 
客観的に分析 

テ
ス
ト
結
果
を 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化 

Aさん用
問題集 

Xさん用
問題集 

・・・ 

学習記録の蓄積と整理 
個々の児童生徒の 
系統的理解を可視化 

理解度に応じた個別指導 
個人専用の問題集で学習し 

学び残しを防止 

ダッシュ
ボード 

一人一人の理解度を 
確認し個別指導に活用 
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ベテラン教員の大量退職と経験年数の浅い教員の増加
（奈良市平成29年度） 

資料１ 
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資料２ １週間の総勤務時間の分布 （教諭） 
平成２８年度教員勤務実態調査（H２９・４・２８） 

１７．１％ ４０．６％ 

週６５時間以上勤務→週約２５時間以上時間外勤務→月１００時間以上の残業 
8 



２ 本事業で構築・活用する情報システム 
  及びデータ項目（案） 
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２．１ データ連携とシステムイメージ図 

 教育用パソコンとe-ポートフォリオ（学習記録の蓄積と整理）により、児童・生徒の学習記録を半自動で取り込み 
 デジタルデータのコード化と分析ツールで、データが示す意味を見出し、可視化 

児童生徒 
ＩＤ 

教員 
ＩＤ 

学校・学年 
クラス 
出席番号 

教員 
アンケート 

運用環境 
調査 

授業実践 
記録 

ヒアリング 
等調査 

児童生徒 
アンケート 

まなび 
奈良 

思考力 
判断力 
表現力 
効果検証 

授業 
調査 その他 

調査 

統合データベース 

ICT活用 
指導力 

標準コードをキーに構造化  
○個人ID（児童生徒・教員） 
○単元ID 
○セマンティックID 
○所属情報 

児童生徒 
(PTA) 

教員 

学校長 

教育委員会 

分
析
ツ
ー
ル 

可
視
化
ツ
ー
ル 

Ｉ
／
Ｆ 

学習系 
システム 

学び 
なら 

Ａ
Ｐ
Ｉ 

Ａ
Ｐ
Ｉ 

Ａ
Ｐ
Ｉ 

校務系 
システム 

Ａ
Ｐ
Ｉ 

なら学びの 
広場 

コ
ー
ド
化
（発
生
源
入
力
・
紙
の
デ
ジ
タ
ル
化
） 

児童 
生徒 

教員 
Ａ
Ｐ
Ｉ 

各種 
アンケート 

児童生徒・教員一人一人の 
変容が捉えられる 

「パネルデータ」として蓄積 

ダッシュボード：学級・学校・地域ごとの学びの状況を可視化 
学習記録の蓄積と整理：児童生徒の学びと教員の指導の軌跡を可視化 

Copyright 2017 FUJITSU LIMITED 
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２．２ パネルデータの作成と利用イメージ  

・・・ 

基本属性 校務 
データ 

学習記録 
データ 

〇所属 
（学校・学年・クラス等） 

〇入学年度 
〇性別 

フィルター 
をかけ対象を 
抽出可能に 

児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｄ 

児童生徒のＩＤ 

その他
データ 

〇出席状況 
〇検診結果 
〇所見    等 

〇学力テスト 
〇単元テスト 等 

○個人情報を匿名化 
○様々なデータを紐づけ 

学年・学校種を越えて個人の変容を記録 

権限に応じ必要な情報のみアクセス 

教員 学校長 

児童生徒 

・・・ 

自
分
の
記
録
の
み
参
照
可
能 

教育委員会 11 



３ 実施スケジュール 
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2学期 3学期 1学期 2学期 3学期 1学期 2学期 3学期 

 
イ  ベ  ン  ト 

 

データ連携計画立案 

 

データ分析 

 

分析結果に対する研究 

 

ＤＢ／システム活用 

 

データクレンジング 

 

アンケート支援 

 

ICT環境整備 

 

調査実施 

・先生・児童全体ｱﾝｹｰﾄ 
・学習テスト 
・学びなら 

平成29年度 
３．１スケジュール(案)   

平成30年度 平成31年度 

▼9/7 総務省・文科省採択公示 

調査環境の構築 
調査データ 
収集 

報告 

方針決定 実施計画策定 実効性検証 

データ解析 

調査研究 

運用・保守 

データ収集 調査項目設計 

ICT環境の構築 

データ 
変換設計 

データ変換 
機能構築 

調査データ収集 報告 調査データ収集 報告 

▼アンケート 
  (1回目) 

▼アンケート 
   (2回目) 

▼アンケート 
   (3回目) 

▼アンケート 
   (4回目)  

▼アンケート 
   (5回目) 

▼アンケート 
   (6回目) 

学習テスト 

学びなら 

▼タブレット 
   配備 

校務支援 
システム導入 

順次運用開始 

▼アンケート 
   (7回目) 
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